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金
浦
J
股
志
品
世
凶

る
も
の
に
て
、
寸
一
月
選
抜
と
殺
せ
た
る
記
録
は
、
皆
同
じ
く
三
笠

記
に
餓
り
て

記
せ
る
た
る
べ
し
。

叉
三
州
志
来
図
概
覧
附
机
叫
に
云

ム
。
琵
相
公
夜
話
録
医
、
金
城
西
，丸
に
村
井
盟
後
城
代
し
て
あ
る

頃
.
公
京
よ
り
下
向
、

八
月
六
日

K
光
臨
・
盟
後
手
自
ら
茶
を
点
じ

て
献
じ
・
公
も
亦
乎
自
ら
茶
を
点
ぜ
ら
る
h
E
と
見
ゅ
。
有
川
町
氷
点

の
夜
話
銭
の
頭
舎
に
、
金
深
の
御
披
凶
，
丸
、
初
め
は
村
井
盟
後
今
の

三
，丸
の
内
に
居
位
の
よ
し
。
次
第
陀
御
城
中
間
山
く
な
る
托
っ
き
・
今

の
撒
現
堂
の
建
ち
た
る
所
村
升
氏
屋
敷
の
曲
。
と
あ
り
。
此
の
文
義

通
ぜ
十
。
然
れ
ど
も
盟
後
此
の
頃
西
，
丸
陀
在
り
し
事
明
了
た
り
。

叉
永
点
の
駐
広
、
此
の
御
成
は
文
総
凶
年
か
剛
院
長
元
年
二
月
の
到
な

る
べ
し
と
一耳
へ
り
。

笠

記

K
は
、
此
の
事
を
天
王
十
九
年
と
す
。

又
云
ふ
。
二
J

丸
忙
今
数
寄
屋
第
の
遺
脱
あ
り
。
此
の
地
は
、
今
二
，

丸
後
堂
の

k
w
h島
町
追
K

強
出
し
、
縮
か
の
地
面
白
な
り
。
数
寄
民
第

の
遺
陥
叫
に
図
れ
ば
、
古

へ
の
茶
寮
の
地
た
る
か
。
村
井
盟
後
手
自
ら

茶
を
駄
じ
て
之
を
献
じ
・
図
訟
も
亦
乎
自
ら
茶

E
点
ぜ
ら
る
主
事
、

公
の
夜
話
机
叫
に
あ
れ
ど
も
、
モ
の
文
に
西
，
丸
と
あ
れ
ば
、
此
の
第

に
は
非
ざ
る
べ
し
。
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
・
村
井
氏
の
第
、
皮
h
k

モ
の
ク
所
主
移
削
押
せ
し
ゅ
ゑ

K
、
古
来
城
内
陀
於
け
る
第
地
の
倫
区

八

-H

た
る

K
干。

O
長
九
郎
左
術
門
一
種
第

信
越
記
に
云
ム
。
出
品
長
五
年
大
型
寺
陣
事
桝
み
て
、
九
郎
左
術
川
連

能
屋
敷
金
保
御
妓
酋
，丸
に
渡
り
て
作
事
を
い
と
な
み
、
也
男
十
左

術
門
元
迎
陀
利
家
卿
の
抑
君
仰
繭
叫
悼
を
御
姉
俄
あ
り
。
連
附
叫
の
悦
び

限
り
な
く
・則
ち
御
意
K
て
逮
能
は
如
庵
と
改
稿
し
・能
州
総
の
部
へ

隠
居
す
。
十
左
衛
川
山
間
…辿
は
天
性
器
n

誌
で
し
く
・
文
武
陀
即
時
れ
け

れ
ば
、
利
長
卿
一
入
御
大
悦
被
v
成
、
御
用
被
=仰
付
-也
。
と
可
制
耐
小

設
に
も
亦
記
紋
す
。
三
州
志
来
図
概
覧
附
録
に
云
ふ
o
我
が
図
組
金

明
仲
入
械
、
本
丸
の
使
般
に
御
邸
あ
り
o
此
の
頃
の
都
か
・
長
団
地
耐
山
第

も
本
丸
陀
あ
り
o
有
海
武
貞
の
享
保
甲
山
虫
紙
記
に
、
長
如
庵
第
本
丸

に
あ
り
し
に
・
新
宅
出
来
の
時
・
共
地
獄
し
と
て
、
如
施
へ
今
の
第

の
家
作
E
命
ぜ
ら
る
。
と
あ
り
o
叉
武
氏
の
設
に
、
出
品
長
五
年
大
混

寺
陥
械
の
後
長
如
庵

へ
酉
，
丸
陀
て
第
を
叩附
ふ
と
あ
り
o
按
宇
る
に
上

文
武
貞
の
設
に
、
法
長
六
年
如
府
本
丸
の
第
を
退
き
‘
今
の
長
氏
第

へ
欲
作
と
あ
れ
ば
、
設
に
云
ふ
も
の
的
せ
十
。
と
い
へ
り
o
平
攻
按
宇

る
に
、
右
は
武
点
の
割
問
訟
に
非
宇
。
官
附
氏
の
僻
按
な
る
べ
し
o
武

点
の
金
津
釧
見
闘
諮
K
・
元
利
以
後
同
総
に
依
り
て
御
城
中
も
縄
問
問

少
々
巡
ひ
.
後
年
御
本
丸
狭
き
と
て
こ
，
御
丸
に
御
新
宅
出
来
。
此

時
長
如
賂
迎
剛
山
も
今
の
屋
敷
の
家
作
あ
り
。
共
の
以
前
二
，
丸
に
長

氏
の
屋
敷
在
り
た
り
と
記
賊
す
。
富
岡
氏
此
の
文
を
ば
見
訣
り
た
る

も
の
也
。
利
家
卿
天
疋
十
一
年
入
披
以
来
、
本
丸
を
居
妓
と
な
し
給

ふ
に
よ
り
、
二
・
三
丸
或
は
商
，丸
・北
，丸
等
に
大
身
の
諸
土
の
第
地

を
脇
ひ
居
住
す
と
い
へ

E
も
‘
本
丸
の
地
陀
居
屋
敷
を
賜
は
り
た
る

官
舶
は
登
記
住
町
陀
所
見
な
し
。
長
市
世
間
叫
に
本
丸
に
て
錦
地
主
賜
ふ
べ
き

由
た
し
。
然
る
陀
三
州
志
に
、

長
如
庵
第
本
丸
に
あ
り
と
紋
せ
た
る

は
‘
金
〈
仲
川
附
張
問
の
映
り
た
る
と
と
説
明
也
。
出
品
長
の
金
郡
城
古

図
を
見
る
に
、
三
，
丸
石
川
門
の
傍
な
る
後
の
間
関
風
稽
古
所
の
地
広
、

長
九
郎
左
衛
門

三
輪
志
向
略
核
山
山
披
三
人
の
第
宅
左
る
よ
し
紀
戦

す
。
さ
れ
ば
長
氏
の
第
初
め
三
，丸
紅
り
し
か
ど
.
成
長
五
年
K
西
，
丸

に
て
脇
は
り
、
三
，丸
よ
り
西
，
丸
へ
移
締
せ
し
か
。
長
家
停
に
は
、

附嵐長
十
六
年
凡
月
長
十
郎
左
衛
門
好
連
夜
し
、
同
年
好
巡
の
弟
述
頼

家
容
を
総
宮
、
翠
十
七
年
長
町
の
第
地
主
賜
は
る
と
一
耳
ふ
。
或
は
云

ふ
。
長
町
の
第
地
は
如
庵
の
隠
居
屋
敷
に
て
.
帥
ち
如
庵
拝
領
す
る

成
な
り
し
E
・
後
本
筋
と
な
し
、
世
々
居
住
す
と
い

へ
り
。
出
品
長
五

年
に
城
内
西
，
丸
陀
て
第
地
を
賜
は
り
、
作
事
を
い
と
な
む
と
い
ふ

金
珂
古
蹟
志
品
世
間

己
と
、
長
家
紀
に
は
紀
服
せ
や
と
ぞ
。

O
百
，丸
等
諸
士一
種
第
掴

次
に
掲
げ
た
る
凶
，
丸
の
諸
士
第
地
は
盗
長
の
金
探
古
闘
を
以
て
裁

飽
す
。
此
の
聞
は
m
艇
長
の
宋
闘
の
聞
な
れ
ば
‘
長
氏
は
阪
民
間
，丸
を

退
去
し
、
共
の
哲
第
地
を
ば
・
近
藤
大
和
上
坂
又
兵
術
の
居
第
に
賜

は
り
た
る
時
な
り
。
右
雨
士
の
第
地
は
則
ち
西
，丸
に
て
.
今
一
式
ふ
王

自
棋
院
丸
の
地
な
る
都
.
此
の
古
凶
に
て
い
者
明
た
り
。
山
崎
長
門
・
料
品唱

隼
人
の
第
地
は
北
，丸
な
り
。
位
港
隼
人
と
あ
る
は
羽
港
隼
人
な
り
。

近
藤
大
和
は
、
三
州
志
市
部
悶
概
覧
附
机
叫
に
云
ふ
。
近
藤
大
和
長
剛
刷
、

采
地
一
一
向
三
千
石
。
院
長
十
年
十
一

月
大
誕
寺
披
の
城
代
横
山
図
版

長
秀
病
死
す
る

K
依
り
て
・
大
和
長
肢
を
大
泣
寺
械
に
泣
か
る
。
同

+
六
年
長
腕
病
死
、
共
の
子
叩
斐
之
陀
居
す
。
同
十
九
年
決
蔀
川
役

に
も
.
公
甲
斐
を
留
め
て
大
盗
寺
披
を
守
ら
し
む
。
坊
本
震
土
定
勝
大

和
↓
又
お
=諮
問
道
供
↓
並
製
。
叉
三
州
志
隣
接
鈴
考
K
一
宮
ム
。
近
総
甲

斐
、
氏
名
不
詳
.
一

政
千
七
百
石
也
。
背
山
諮
民
、
慶
長
十
九
年
決

議
役
。
背
山
盟
後
・
近
藤
大
和
二
人
守
一
一越
中
魚
祐
被
『
此
稔
非
也
。
と

あ
り
。
叉
上
坂
叉
兵
術
は
、

=F州
志
綾
部
副
鍛
考
陀
一耳
ム
。
采
地
七
千

石
に
て
、
銃
卒
百
人
の
持
た
り
。
銑
術
K
趨
す
。
俗
本
六
千
石
に
作
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